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経
理
担
当
者
に
と
っ
て
、
資
金
繰
り

は
重
要
な
業
務
の
１
つ
で
す
。
た
と
え

会
社
が
ど
れ
ほ
ど
利
益
を
上
げ
て
い
て

も
、
資
金
が
底
を
つ
け
ば
倒
産
し
て
し

ま
い
ま
す
。
収
支
の
動
き
や
資
金
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
作
成
す
る
の

が
、「
資
金
繰
り
表
」
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
資
金
繰
り
表
の
つ
く

り
方
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

左
表
を
例
に
、
資
金
繰
り
表
の
つ
く

り
方
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
は
、
３
月
と
４
月
の
Ｂ
Ｓ

（
貸
借
対
照
表
）
と
、
４
月
の
Ｐ
Ｌ
（
損

益
計
算
書
）、
Ｃ
Ｆ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
）
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｃ
Ｆ
の
下
に
取
引
条
件
（
前
提
条

件
）
を
示
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
も

と
に
、
ど
の
よ
う
に
資
金
繰
り
を
予
測

し
て
い
く
か
を
一
緒
に
見
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

順
番
と
し
て
は
、
ま
ず
は
Ｐ
Ｌ
、
次

い
で
Ｂ
Ｓ
の
項
目
を
予
測
す
る
こ
と

で
、
資
金
繰
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
５
月
分
の
数
値
を
計
算
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｌ
の
数
字
を 

入
力
す
る

ま
ず
は
、
Ｂ
Ｓ
よ
り
予
測
し
や
す
い

Ｐ
Ｌ
の
数
字
か
ら
入
力
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

売
上
高
４
、
６
０
０
千
円
で
、
仕
入

高
の
横
に
45
％
と
あ
る
の
は
原
価
率
が

45
％
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
る
と
、
仕

入
高
は
２
、
０
７
０
千
円
、
売
上
総
利

益
２
、
５
３
０
千
円
と
な
り
ま
す
。
人

件
費
は
変
わ
ら
ず
毎
月
５
０
０
千
円

で
、減
価
償
却
費
は
２
０
０
千
円
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
営
業
利
益
・
税
引
後

当
期
純
利
益
と
も
に
１
、
８
３
０
千
円

と
計
算
で
き
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
の
数
字
を 

入
力
す
る

次
に
、
Ｂ
Ｓ
の
数
字
を
入
力
し
ま

す
。
資
本
金
は
変
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
で

あ
り
、
剰
余
金
は
４
月
の
３
３
、
４
７

５
千
円
に
５
月
の
税
引
後
当
期
純
利
益

１
、
８
３
０
千
円
を
足
し
て
３
５
、
３

０
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
が
キ
モ
な
の
で
す
が
、
売

掛
金
の
取
引
条
件
が
末
締
め
、
翌
月
末

払
い
な
の
で
、
４
月
の
売
掛
金
３
、
５

０
０
千
円
は
５
月
に
回
収
で
き
て
入
金

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
５
月
末
に

は
５
月
の
売
上
高
４
、
６
０
０
千
円
だ

け
が
未
回
収
で
売
掛
金
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
機
械
装
置
は
減
価

償
却
費
が
２
０
０
千
円
な
の
で
、
４
月

の
４
９
、
８
０
０
千
円
か
ら
２
０
０
千

円
を
引
い
て
４
９
、
６
０
０
千
円
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
買
掛
金
は
末
締
め
・
翌
月

末
払
い
な
の
で
５
月
の
仕
入
高
と
同
額

の
２
、
０
７
０
千
円
と
な
り
、
長
期
借

入
金
１
０
０
千
円
を
返
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
９
、
９
０
０
千
円
か

ら
１
０
０
千
円
を
引
い
て
９
、
８
０
０

千
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
金
預
金
以
外
の
項

目
は
入
力
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
貸
借
の
差
引
か

ら
現
金
預
金
が
２
２
、
９
７
５
千
円
と

出
ま
す
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
に
現
金
預

金
が
動
い
た
か
を
見
た
い
の
で
、
資
金

繰
り
表
と
し
て
、
Ｃ
Ｆ
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｆ
の
数
字
を 

入
力
す
る

Ｃ
Ｆ
を
上
か
ら
順
に
見
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

５
月
の
税
引
前
当
期
純
利
益
は
１
、

８
３
０
円
で
す
。
最
初
に
、
減
価
償
却

費
２
０
０
千
円
は
費
用
と
し
て
計
上
し

ま
す
が
、
過
去
の
支
出
で
あ
り
、
５
月

11
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先行き不透明な時代の経営支援
中小企業の「管理会計」入門
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つくり方

税理士法人ベルダ　公認会計士・税理士
四国大学　特認教授

林　健太郎

管理会計とは経営判断に活用するための会計。先行き不
透明な時代において、将来の予測をするために不可欠な
業務です。今回は資金繰り表のつくり方を解説します。
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の
支
払
い
は
な
い
の
で
、
利
益
に
足
し

戻
し
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
の
借
方
の
科
目
（
資
産
）
は
、

増
加
す
る
と
資
金
を
圧
迫
し
ま
す
。
売

掛
金
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
回
収
が

進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

資
金
繰
り
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ

り
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
の
売
掛
金
が
４
月
の
３
、
５
０

０
千
円
か
ら
５
月
の
４
、
６
０
０
千
円

に
１
、
１
０
０
千
円
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
１
、
１
０
０
千
円
が
資
金
繰
り

に
は
マ
イ
ナ
ス
の
項
目
と
し
て
「
売
上

債
権
の
増
減
△
１
、
１
０
０
千
円
」
と

な
り
ま
す
。

逆
に
、
仕
入
債
務

で
あ
る
買
掛
金
は
４

月
よ
り
４
９
５
千
円

増
え
て
２
、
０
７
０

千
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｂ
Ｓ
の
貸
方
の

科
目
（
負
債
・
純
資

産
）
は
、
増
え
れ
ば

そ
の
分
だ
け
支
払
い

を
遅
く
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
資
金
繰
り

に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
営

業
Ｃ
Ｆ
は
１
、
４
２

５
千
円
（
１
、
８
３
０
千
円
＋
２
０
０

千
円
＋
△
１
、
１
０
０
千
円
＋
４
９
５

千
円
＝
１
、
４
２
５
千
円
）
の
プ
ラ
ス

と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
固
定
資
産
の
取
得
は
な

く
、
借
入
金
の
返
済
は
１
０
０
千
円
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
投
資
Ｃ
Ｆ
は

±
０
千
円
、
財
務
Ｃ
Ｆ
は
１
０
０
千
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

営
業
Ｃ
Ｆ
、
投
資
Ｃ
Ｆ
、
財
務
Ｃ
Ｆ

を
合
計
す
る
と
、
１
、
４
２
５
千
円
＋

０
千
円
＋
△
１
０
０
千
円
で
、
１
、
３

２
５
千
円
の
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
４

月
の
現
金
預
金
２
１
、
６
５
０
千
円
に

こ
の
１
、
３
２
５
千
円
を
足
し
て
、
５

月
末
の
現
金
預
金
は
２
２
、
９
７
５
千

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
Ｂ
Ｌ
の
現

金
預
金
に
入
れ
る
と
、
貸
借
バ
ラ
ン
ス

が
一
致
し
ま
す
。

こ
の
例
で
は
、
売
掛
金
は
末
締
め
・

翌
月
末
払
い
で
し
た
。

た
と
え
ば
、
末
締
め
・
翌
々
月
末
払

い
の
場
合
だ
と
２
か
月
分
の
売
掛
金
が

残
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
４
月
と
５

月
の
売
上
の
合
計
が
、
５
月
末
の
売
掛

金
の
残
高
と
な
り
ま
す
。
５
月
に
入
金

が
あ
る
の
は
、
３
月
の
売
上
分
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
社
の
取
引
条
件
に

よ
っ
て
、
Ｂ
Ｓ
の
項
目
の
予
測
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

●▲

は
や
し

　け
ん
た
ろ
う
　
徳
島
県
鳴
門
市
出
身
、
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
、
辻
・
本
郷
税
理

士
法
人
を
経
て
、
２
０
１
１
年
よ
り
独
立
開
業
。
会
計
を
通
し
て
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
う
。
四
国
大
学
特
認
教
授
。

CF R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
税引前当期純利益 1,225
減価償却費 200
売上債権の増減 1,500
仕入債務の増減 △1,175
法人税等の支払い 0
営業CF 1,750
固定資産の取得 0
投資CF 0
借入金の返済 △100
財務CF △100
現金預金の増減 1,650
現金預金の期首残高 20,000
現金預金の期末残高 20,000 21,650

CF R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
税引前当期純利益 1,225 1,830 1,665
減価償却費 200 200 200
売上債権の増減 1,500 △1,100 300
仕入債務の増減 △1,175 495 △135
法人税等の支払い 0 0 0
営業CF 1,750 1,425 2,030
固定資産の取得 0 0 0
投資CF 0 0 0
借入金の返済 △100 △100 △100
財務CF △100 △100 △100
現金預金の増減 1,650 1,325 1,930
現金預金の期首残高 20,000 21,650 22,975
現金預金の期末残高 20,000 21,650 22,975 24,905

✓売掛金　末締め、翌月末払い
✓買掛金　末締め、翌月末払い
✓借入金　毎月100千円返済
✓売上高　予算より
✓人件費　人の出入りなしで一定

（千円）

● 資金繰り表の例（３月・４月の実績から５月・６月を予測）� （千円）

BS R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
現金預金 20,000 21,650 22,975 24,905
売掛金 5,000 3,500 4,600 4,300
機械装置 50,000 49,800 49,600 49,400
資産合計 75,000 74,950 77,175 78,605
買掛金 2,750 1,575 2,070 1,935
長期借入金 10,000 9,900 9,800 9,700
負債合計 12,750 11,475 11,870 11,635
資本金 30,000 30,000 30,000 30,000
繰越利益剰余金 32,250 33,475 35,305 36,970
純資産合計 62,250 63,475 65,305 66,970
負債・純資産合計 75,000 74,950 77,175 78,605

PL R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
売上高 3,500 4,600 4,300
仕入高　45% 1,575 2,070 1,935
売上総利益　55% 1,925 2,530 2,365
人件費 500 500 500
減価償却費 200 200 200
販売費・一般管理費 700 700 700
営業利益 1,225 1,830 1,665
法人税等 0 0 0
税引後当期純利益 1,225 1,830 1,665

BS R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
現金預金 20,000 21,650
売掛金 5,000 3,500
機械装置 50,000 49,800
資産合計 75,000 74,950
買掛金 2,750 1,575
長期借入金 10,000 9,900
負債合計 12,750 11,475
資本金 30,000 30,000 30,000 30,000
繰越利益剰余金 32,250 33,475
純資産合計 62,250 63,475
負債・純資産合計 75,000 74,950

PL R6/3月 R6/4月 R6/5月 R6/6月
売上高 3,500 4,600 4,300
仕入高　45% 1,575
売上総利益　55% 1,925
人件費 500 500 500
減価償却費 200 200 200
販売費・一般管理費 700
営業利益 1,225
法人税等 0 0 0
税引後当期純利益 1,225


